矢祭町公告第２４号

公募型プロポーザル方式による設計業務委託の実施について（公告）

公募型プロポーザル方式による建築基本設計及び実施設計業務委託を実施するので、次のとおり公告します。
　令和８年１０月　９日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　矢祭町長　　佐川　正一郎


東館駅観光交流施設基本設計・実施設計業務委託
公募型プロポーザル　実施要領

１．目的　　
[bookmark: _Hlk220608314]本事業は、矢祭町の玄関口であるJR東館駅舎と、その周辺を新たに観光交流施設・イベントスペース等としてリニューアルし、賑わいの場創出や関係人口の交流の場として、東館駅舎（観光交流施設）建設基本計画を基に、公募型プロポーザル方式により、その内容及び能力を総合的に比較検討して、最も適格と判断される設計者を選定することを目的とします。

２．名称　　東館駅観光交流施設基本設計・実施設計業務委託公募型プロポーザル

３．主催・事務局
（１）主　催　矢祭町
（２）事務局　矢祭町役場　自立総務課企画財政グループ
　　　　　　　　〒963-5118　福島県東白川郡矢祭町大字東舘字舘本６６
　　　　　　　　TEL  　：０２４７－４６－３１３１
　　　　　　　　FAX    ：０２４７－４６－３１５５
　　　　　　　　Mail　　：kikakuzaisei@town.yamatsuri.fukushima.jp
４．審査方法　二段階審査によるものとします。
　　　　　　　第一次審査は、応募者からの提出書類等により、ヒアリングを求める者（以下ヒアリング要請者）という。）すなわち、第二次審査対象者を５者程度選定します。
第二次審査は、ヒアリング要請者を対象として、公開プレゼンテーション及び提出書類を用いての公開ヒアリングを行い、本設計業務に適した最も優れた提案者を１者、次点１者をそれぞれ選定します。

５．審査スケジュール
（１）応募案内・要領公表　　　令和８年１０月９日（金）（町ホームページに掲載）
（２）参加表明書提出期限　　　令和８年１０月２２日（木）まで
（３）質問書の提出期限　　　　令和８年１０月２９日（木）１５時まで
（４）質問書への回答　　　　　令和８年１０月３０日（金）以降
　（５）技術提案書の提出期限　　令和８年１１月６日（金）まで
（６）審査会日程　　　　　　 第一次審査会　令和８年１２月上旬予定
　　　　　　　　　　　　　　 第二次審査会　令和８年１２月下旬予定

６．参加資格
（１）参加を申し込む者は、参加申込日において次の各号すべてに該当する者とします。
　　①設計共同体でない者（１者で提案する場合）
ア　福島県又は茨城県内に設計事務所（本社又は営業所）を有している者であること。
イ　地方自治法施行令（昭和22年政令第16号）第167条の4の規定に該当しない者であること。
ウ　建築士法（昭和25年法律第202号）第23条第1項の規定に基づく一級建築士事務所登録を行っている者であること。
エ　ウの登録に係る建築事務所に所属する一級建築士が１名以上であること。
オ　当該施設整備設計を担当する設計者（管理技術者）が延べ床面積1,000㎡以上の公共施設の設計実績があること。
②設計共同体
　ア　２者又は３者で構成する設計共同体であること。
　イ　構成員の代表者は、福島県内又は茨城県内に設計事務所（本社又は営業所）を有している者であること。
　ウ　構成員は、①のイとウに掲げる条件を満たす者であること。
エ　構成員のうち、１者以上が①のエとオに掲げる条件を満たす者であること。
オ　構成員の出資比率を定めており、代表者の出資比率が最大であること。
（２）１応募者１提案のみとします。

７．参加報酬
　　　参加表明書・技術提案書等の作成にかかる費用は、提出者の負担とし、参加報酬（報償費）等は支払いません。


８．計画地
（１）所在地番　　福島県東白川郡矢祭町大字東舘字石田地内
（２）敷地面積　　約１，１００㎡
（３）敷地形状・周辺道路幅員　　別紙計画による
　（４）用途地域　都市計画区域外

９．計画・設計条件等
　（１）規模等
　　　　規模や室数、スペースなど、具体的事項は、「東館駅舎（観光交流施設）建設基本計画」を参考にすること。
　（２）計画条件
　①「東館駅舎（観光交流施設）建設基本計画」を基に優れた形で実現する提案を求めるものであること。
②東館駅舎（観光交流施設）建設において整備する施設は、駅舎、町道桃木停車場線、外構（駐車場、植込み等）とすること。
③建築工事期間中、JRにて設置予定の仮設駅舎における利用者の使用を可能とすること。
　（３）概算工事費
　　　　前項（２）の②に係る概算工事費は、１億４千万円以内とする。

１０．事業スケジュール
（１）基本設計・実施設計　令和９年１月～令和９年８月
（２）駅舎建設工事着工　　令和９年１０月（２ヶ年継続）
　並行して町道桃木・停車場線拡張工事、外構工事等を行う予定。

１１．質問応答
　（１）質問のある場合は、次により行ってください。
　　　①質問は、「質問書（様式３）」に記載のうえ、メール、FAX等により「事務局」まで提出してください。
②質問書の受付期限は、令和８年１０月２９日（木）１５時までとします。
（２）回答方法
　　　質問書に対する回答方法は、令和８年１０月３０日以降、
矢祭町ウェブページ（http://www.town.yamatsuri.fukushima.jp/）に掲載します。


１２．参加表明書・技術提案書
　　　参加表明書及び技術提案書は、下記の期日まで提出（必着）とします。
様式は、矢祭町ホームページから入手してください。
（１）提出方法
　　　①提出場所　矢祭町役場自立総務課企画財政グループ
　　　②提出期限　○参加表明書　　　令和８年１０月２２日（木）
　　　　　　　　　　（総括責任者・管理技術者等も含む）
　　　　　　　　　○技術提案書　　　令和８年１１月６日（金）
③提出方法　持参または郵送
　　　　　　　　　ただし、提出期限までに必着とします。
（２）提出書類
①参加表明書（様式１）・・・１部
②参加辞退書（様式２）・・・１部
③質問書　　（様式３）・・・１部
④総括責任者・管理技術者等（様式４－１～３）・・・１０部
⑤技術提案書（提案様式５）・・・１０部
　※提出に際しては、「参加表明書・技術提案書等作成説明書」を参照すること。
（３）技術提案書の提案内容・課題
　①駅舎を建設するにあたり、何を大切と考え、その実現のためにどのような姿勢で取り組んできたか、過去の実績や経験を例に説明し、それを本計画にどのように生かすことができるか。
②東館駅舎（観光交流施設）建設基本計画に示された内容を踏まえて、以下の５つの課題について、前記①と合せての提案をＡ３判用紙２枚にまとめてください。
　
　[課題１]　敷地条件を生かした配置計画の考え方について
　　[課題２]　交流やイベントの場として多様な活用の仕方について
[課題３]　地域との連携、防災拠点としての計画について
[課題４]　木材の活用と長寿命な駅舎づくりについて
[課題５]　駅舎の計画として、地域の想いを汲み取る計画・設計の進め方について
（４）本文の文字は１０ポイントとします。図の注釈等は６ポイント以上とします。
（５）設計図を求めるものではありません。（文章を補完するためのイラスト、イメージ図等は使用して構いません。）




１３．審査方法
　（１）審査委員　　
審査は、以下の６人の審査委員により行います。
　　　　　　　　（学識経験者２名）
　　　　　　　　（矢祭町商工会代表）
　　　　　　　  （矢祭町第7次総合計画策定委員代表）
　　　　　　　　（矢祭町議会議員代表）
　　　　　　　　（矢祭町事業課職員）
（２）第一次審査（書類審査）
　　　①審査委員会で、後述の失格要件に抵触する応募提案を除く全提案を審査し、５点程度を選出します。
②第一次審査の結果は、すべての応募者に通知します。
（３）第二次審査（公開プレゼンテーション及びヒアリング）
　①第一次審査を通過した者に第二次審査参加を求め、町民公開によるプレゼンテーション及び審査委員会が各者ヒアリングを実施したうえで、入選提案、次点各１点を選出します。
②プレゼンテーション及びヒアリングは、公開で実施しますが、自己のプレゼンテーション及びヒアリング出席時間以外の入室（傍聴）は認めません。
③プレゼンテーション及びヒアリングは、２名までの出席を求めて実施します。
④プレゼンテーション及びヒアリングに求める内容は、「技術提案書（様式５）」の表現及び補足説明（１０分）、審査委員からの質疑（１５分）とします。
⑤説明に際して、会場にホワイトボード若しくはプロジェクターを用意しますので、その場において図解を加えることは認めます。併せて、提出された「技術提案書（様式５）」と同じものを拡大しての説明を可能とします。
　ただし、この他の説明用資料（模型等含む）追加提出することは認めません。
⑥第二次審査の結果は、第二次審査参加者全員に通知します。

１４．著作権等
著作権は、応募者に帰属するが、矢祭町は選定作業等に必要な範囲において複製を作成します。

１５．応募提案の取り扱い
応募提案は、返却しません。



１６．入選提案の取り扱い
（１）選定後、入選者と業務の遂行に必要な具体的履行条件等の交渉を行い、基本設計、実施設計及び工事監理の業務委託契約を行うものとします。
　　　なお、設計等委託料の算定基準は、国土交通省告示第１５号に準拠した基準を参考にして、入選者と協議したうえで決定します。
（２）入選者と合意にいたらなかった場合、あるいは入選提案が失格要件に抵触し、失格することが後日判明した場合は、入選者と契約を結ばず、若しくは契約を破棄し、次点者の設計者と設計監理業務委託契約の交渉を行うことになります。

１７．失格要件
（１）参加登録をしないで、応募することはできません。
（２）提出期限を過ぎて提出された場合は、失格になります。
（３）応募提案が、定められた仕様に違反している場合は、失格になります。
（４）応募提案に記名または応募者が特定できるようなサイン等が記入されている場合、あるいは審査の結果通知を受領する前に、応募提案の者を特定するような行為を行った場合は、失格となります。
（５）応募提案が、第三者の著作権、意匠権等を侵害している場合は、失格となります。
（６）上記事項について、後日判明した場合も失格となります。

１８．その他
（１）応募者は、審査方法及び審査結果について、異議を申し立てることはできません。
（２）応募者は、提案提出により、実施要項の各条件を受託したものと見なします。
（３）特定された提案書の内容が、実際の設計にそのまま採用されるものではありませ　　　　ん。
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